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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・行動観察メモ、下半期人事考課表の作成をして、出来次第、菅原AOMへ添付ファイルで送信するか、来週からの予定の面談日までには提出すること。
・新年度の看護グループ事業、プログラム、行事、利用者の担当を決定した為パソコン上の担当表を各自で確認するように。

・職員旅行の日程が決まった為掲示板を確認の事。

・先週末に病棟や老人保健施設で事故が続いている為、十分注意して業務を行いましょう。
・連休中の検査センターの営業は

4/29（月）→休業

4/30（火）→午前中の受付にて終了

5/1（水）→午前中の受付にて終了

5/2（木）→午前中の受付にて終了
5/3（金）～6（月）→休業

となります。
検体検査オーダがありましたら、4/30（火）・5/1（水）・5/2（木）の午前中にお願い致します。

＜各種締切＞
・4月の月報は5月5日まで作成するように。
＜研修・勉強会＞

・八戸精神科医会講演会への参加について

内容：認知症ケースの食事治療と精神症状（不眠・うつならびにせん妄などへの現場対応）
日時：5/16（木）18：45～20：30

場所：パークホテル3F

臨床現場に則した内容となっているようなので、現場職員の多数の参加を募ります。
各管理者は、参加スタッフの取り纏めを行い、5/6（月）までに報告して下さい。
＜グループホーム入居者様情報＞
・淡路　智恵子様～義姉と今後の本人の金銭管理等話し合いが必要だが都合がつかず保留となっている。
・繁名　和恵　様～幻聴に左右される事が多く、デイケアを欠席する事が多い。デイケア利用時も身体不調の訴えが多く、静養室で休養することが多い。4/27「冨田さんにお金をよこせと言われた。」と声高に不満を言うが、事実確認できず、翌日には落ち着いている。
・古舘　ヨリ　様～4/24鹿内眼科受診し経過観察とのこと。次回は3ヶ月後の予定。その際に瞳孔を開く検査をすると説明を受けている。4/26八戸赤十字病院糖代謝科受診。HbA1Cは7.3％で前回より悪化あり、医師よりこのまま悪化するようであれば、インシュリン注射も検討するとの事。次回は6/7予定。
・中村　与一郎様～5/3十和田の済生会病院へ入院中の父様と面会してくるとの事。
・関　秀治　様　～4/23皮膚科受診。頭部の脱毛部分の発赤について、帯状疱疹の症状であると説明を受けたと報告がある。症状は改善傾向。
・村上　元道　様～4/27～4/28無断外泊している。本人は世話人へ話したとの事だが、外泊　　　の予定は聞いていない。当日の予定は以前より飲酒をほのめかしていた為、その際は外泊になる事を伝えていたが、解釈の相違があった様子。外泊が決まった時点で連絡が必要と再度伝えている。6月から単身生活を予定しており、今月よりやや気分の高揚さが見られている。行動化しないか注意観察中。

・北村　奈美　様～4/26に３度に渡り、電話相談がある。眠気があり、休みたいがどうすれば良いかという為助言するが、他の不安が強くなりデイケアへ電話した際に対応したスタッフが偉そうで気にらないと複数名のスタッフの名前を挙げている。4/27電話があり、眠気と頭痛の相談がある。また、昨日の電話について謝罪している。

・佐羽内　裕亮様～4/23来所している。月に数回目が覚める時があり、寝不足との事。その際は胸が苦しく、手の痺れがあると話す。主治医へ相談し薬も処方されているとの事。

＜青明舎登録者様情報＞

・高柳　和子　様～4/24定期訪問実施。訪問時に口調の強い様子や被害的な言動があり、普段を違う様子であったとの事。イライラすると言う為頓服薬服用を勧めたが、「飲んでも効かない。話したくない。」と応じる事はなかったという。デイケアでは先日、胸の辺りのかぶれと浸出液があると相談があり、病院受診を勧めた事と踵のひび割れについて確認し、痛みはあるが病院受診はしないと話していた事を伝えている。また、早朝に弟様へ電話した際に怒られたと話しており、それも影響しているのではないか伝え、来所時は体調を確認する事としている。本日、本

人より電話があり胸のかぶれについては北村皮膚科受診し、軟膏が処方になった事と鹿内内科受診し、乳癌の検査をしたと報告がある。また、当院へ電話をし担当医に取り次ぎを依頼したが、応じて貰えなかったとの事で重要な事か確認すると通院先の変更を検討していると言い、不幸事があった為デイケアはしばらく休むと一方的に話している。会話中、苛々している様子はないが、返答に時間を要している。体調が悪い時はデイケアに電話相談するように促し終話している。上記の件を青明舎へ情報提供し次回5/1訪問時に様子を見て頂くこととしている。

・寺沢　彩　様　～4/24買い物後に来所。子供を抱っこした際に腰に違和感があり、以後腰痛があると言い、その後デイケアに向かっている。デイケアでは腰痛の訴えはなかった。4/25青南受診後に来所。昨夜腰痛が酷くなり、市民病院受診。ロキソニン1週間分処方になり様子を見ることになったという。同日再来所し、市役所で子供の保育園の申し込みをし5/8頃にわかる予定。

・高山　英佐　様～4/27定期訪問実施。風邪をひき発熱もあり、伴内科受診し内服薬処方となり、　

点滴し症状は改善したがデイケアを休んでいる。母様より前日は行くというが、当日になると休みの電話を入れているとの事。来月から就労支援継続支援A型事業所を希望しているが、現状では主治医より許可がもらえない可能性を伝え、デイケアを利用するように声かけしている。飲酒は続いており、体重が増えた印象。ワーファリン服用中で納豆が禁との事。前回訪問時より本人、母ともに口数が少ない様子。

・浅坂　政美　様～4/28定期訪問実施。体調は良く服薬も問題ないと言う。金銭面も問題なく、家族との交流も適宜ある。⇒本日バス時間を勘違いして、スタッフを行き違いになり、バス停から青陽館まで徒歩で来所している。転倒などはなかったものの、今後は事前連絡をして欲しいことを伝えている。

・前野　義勝　様～4/28定期訪問実施。腰痛と痺れ、右臀部の痛みを訴えている。整形外科受診での治療は続けており、経過観察中との事。炊事、洗濯は、入浴は行えているとの事。⇒来所時間が遅く、再三声かけしているがあまり改善はない為今後も促していく。

＜利用者様情報＞

デイケア
・上川原　豊　様～本人より、電話連絡あり。スタッフが電話に応じた途端、「今日休みます。青

陽館と青南病院の職員みんな辞めてしまえ。ぶん殴るぞ」と声高に興奮気

に話している。スタッフが何かあったか問うも「俺は、昔暴走族だったから

強いんだ。力は強い。馬鹿にするんじゃない」と発言し、聞き入れ悪い様子。

また、以前同様に年号の話をし始め、「これを機に・・・」と言いデイケアの

利用や必要性について話している。スタッフが発言する間も無く、上記内容

の事を話し続けており、傾聴する。しばらくすると唐突に「じゃあ休みます

から」と発言し、終話している。声の大きさや口調は終始変化無い印象。
・森田　清助　様～訪問看護ステーション五福より情報提供があり、2週間ほど前よりバスに乗ると誰かに見られている感じがしラピアに行けていないが、よこまちストアには毎日買い物に行けていると話している。また、デイケアでたばこをねだられることがあったとのこと。次回来所時に悩みや不安等ないか確認していく。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青陽館では、4/26夕食は声掛けするが、夕食は摂取せず、「見ています」と

返答し不食していたとのこと。4/27は、足の具合が悪いことを話しており、青風荘で買い物代行をしていたとのこと。入浴に関しても、頭が痛いと話し拒否しており、時間を置いて声掛けするが、脱衣室に入り、すぐに退出するため入浴していない様子が窺えていたとのこと。4/28は夕食後薬の拒否があり、訪室すると、ラジオのアンテナが緩んでいることを話しており、「誰かがネジをゆるめた」と易怒的となり被害的な発言が聞かれていたとのこと。この3日間は、入浴、服薬、食事等の日課が行えていないことを青風荘より情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、午前中のプログラムに参加した後、足が重いと話している。
・奥山以依子様　～青風荘より情報提供があり、4/27買い物に行く際、後ろ向きで歩いており、

注意しても後ろ向きで歩くことを止めなかったとのこと。
・吉田　富秋様　～青風荘より情報提供があり、4/28、他メンバー2名にりんごを挙げていたと

のこと。物のやり取りを禁止しているため注意指導していたとのこと。

ナイトケア

特になし

＜外来患者様情報＞

・中居　亮子様～本日の新患

　　　　　　　　S11年5月14日生まれ　82歳　　混合型認知症・人格障害

　　　　　　　　H17年12月脳梗塞発症し八戸赤十字病院へ入院。退院後はむらかみ脳神経

　　　　　　　　クリニックへ通院治療。その後に認知機能低下が見られ検査の結果、脳血管

　　　　　　　　性認知症の診断がついていた。H30年頃からは夫への攻撃性が顕著、その後

　　　　　　　　には娘への攻撃性も目立つようになっている。本人の拒否などによりサービス

　　　　　　　　にもつながっていない。「私は良い自分と悪い自分がいる」？などと話す事も

　　　　　　　　ある。診察では質問に対し聞こえないような反応や小さな声で答えたりして

　　　　　　　　いる。妄想や易怒的な体調に対し薬物療法を説明するが、（娘から）副作用の

　　　　　　　　心配などから今回は処方なしで様子を見たいと返事あり。

　　　　　　　　今後はかかりつけ医での診療対応となる。

